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2020 年３月期 決算説明動画 説明概要 

 

皆様こんにちは。代表取締役社長の許田でございます。 

 

2020 年３月期の決算につきましてウェブ配信によりご説明させていただきますので、よろしくお願い申し上げ

ます。 

 

説明に先立ちまして、この度の新型コロナウイルスに罹患された方々に心よりお見舞い申し上げますと共に、

医療従事者・行政当局をはじめとする感染拡大抑止にご尽力されている皆様に深く感謝申し上げます。 

 

P.2_目次 

 

それではこちらが、本日ご説明させていただく、資料の内容となります。 

 

はじめに、2020 年３月期の決算概要について、次に、セグメント別の状況について、続いて、セグメント別の

今期の取り組みについて、最後に、当社の新型コロナウイルスへの対応などについて、ご説明させていただ

きます。それでは、2020 年３月期の決算概要についてご説明いたします。 
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P.4_業績ハイライト 

 

まずは、業績ハイライトです。 

 

売上高は、前期比 94.7％の 253 億 6,500 万円、営業利益は、同 52％の 24 億 4,900 万円となりました。 

 

オンラインゲームにおきまして、長期運営タイトルの売上減少や新作タイトルの不調、一部タイトルにおいて

開発資産の評価減などがありました。 

 

また、ステージ公演のパッケージや関連商品の販売減少に加え、４月と５月に公演を予定していたミュージカ

ルやライブの中止を受け、これに伴う損失を特別損失として当期に計上いたしました。 

 

加えて、前期の第２四半期に行いましたソフトウェア資産等の売却による一時収入からの反動減があり、減収

減益となりました。 
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P.5_セグメント別概況 

 

続きましてこちらが、セグメント別の実績です。 

 

オンライン事業は、売上高が前期比 83.5％の 81 億 200 万円、セグメント利益は、同 22％の２億 7,200 万円

となりました。 

 

また、コンシューマ事業は、売上高が前期比 111.5％の 113 億 9,600 万円、セグメント利益は、同 71.1％の   

20 億 2,600 万円となりました。 

 

そして、音楽映像事業は、売上高が前期比 85.6％の 58 億 8,800 万円、セグメント利益は、同 74.9％の 15

億 7,300 万円という結果となりましたが、それぞれの内容につきましては、後ほど、セグメント別にご説明いた

します。 

 

 

 

 

 

 



 

4 
 

P.6_セグメント別売上構成グラフ（四半期毎） 

 

続きまして、こちらのグラフは、四半期ごとのセグメント別売上構成となります。 
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それでは、各セグメントの状況についてご説明させていただきます。 

 

P.8_セグメント別の状況_オンライン事業 

 

まずは、オンライン事業です。 

 

長期運営タイトルの売上減少や運営タイトル数の減少に加え、今期リリースいたしました新作タイトルが期待

通りの収益を生むことが出来ず、更に、一部タイトルにつきましては、将来収益の見直しによる開発資産の評

価減や、開発中止による開発費用の一括計上があり、減収減益となりました。 

 

タイトルの状況といたしましては、３年目の「シノビマスター 閃乱カグラ NEW LINK」は引き続き好調に推移

いたしましたが、「剣と魔法のログレス いにしえの女神」については、経年により売上が減少いたしました。 

 

また、昨年９月には、ログレスシリーズ最新作の「ログレス物語（ストーリーズ）」と中国の西山居社が開発する

スマートフォン向けシューティング RPG「ガール・カフェ・ガン」を配信開始いたしましたが、当初計画していた

売上には届かず、「ログレス物語」につきましては、３月１日付けで Aiming 社へ配信・運営を移管いたしまし

た。 

 

なお、リリースを延期しておりました新規ノベルアプリにつきましては、発売を中止することといたしました。 
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P.9_セグメント別の状況_コンシューマ事業 

 

続いて、コンシューマ事業の状況についてご説明させていただきます。 

 

当事業では、アミューズメントの「ポケモンガオーレ」が大きく収益に貢献いたしました。 

また、ゲームソフトの販売や PC 版の配信も堅調に推移いたしましたが、前期の第２四半期において実施した

ソフトウェア資産等の売却による一時収入からの反動減で減益となりました。 

 

第４四半期におきましては、新作アクションレースゲーム「神田川 JET GIRLS」を PlayStation 4 向けに、１月

16 日に発売いたしました。 

 

海外では、「ルーンファクトリー４スペシャル」の北米・欧州版、「DAEMON X MACHINA」の Windows PC 版

を２月に、Cygames 社の「Granblue Fantasy: Versus」の北米・欧州版と Windows PC 版を３月に発売いたしま

した。 

 

また、アミューズメントにおいては、新型コロナウイルスの感染拡大に伴う外出自粛や店舗休業による影響が

出始め、「ポケモンガオーレ」の３月以降のインカムが低下いたしましたが、通期では引き続き好調な結果とな

りました。 
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P.10_セグメント別の状況_音楽映像事業 

 

続いて、音楽映像事業の状況についてご説明させていただきます。 

 

ステージ公演のパッケージや関連商品の販売が減少し、前期比で減収減益となりました。 

また、新型コロナウイルスの影響により、この４月・５月に予定しておりましたステージ公演やライブが中止とな

り、それに伴う中止損を特別損失に計上いたしました。 

 

第４四半期のステージ部門におきましては、「舞台『刀剣乱舞』」、「『家庭教師ヒットマン REBORN!』the 

STAGE」、「ミュージカル『テニスの王子様』」、『あんさんぶるスターズ！エクストラ・ステージ』、「舞台『弱虫ペ

ダル』」の最新公演を実施いたしました。 

 

音楽映像制作部門におきましては、TV アニメ「プリキュア」の新シリーズ「ヒーリングっど♥プリキュア」が２月よ

り放送開始となりましたが、新型コロナウイルスの影響により、４月 26 日放送分より制作延期となり、一部再放

送することとなりました。 

また、劇場版最新作につきましても、当初３月の公開予定から５月へ延期となっておりましたが、再度延期す

ることが決定され、新たな公開日は現時点で未定となっております。 
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それではここからは、各セグメントの今期の主な取り組みについてご説明いたします。 

 

P.12_セグメント別の取組み：オンライン事業 

 

まずは、オンライン事業ですが、「剣と魔法のログレス いにしえの女神」や「シノビマスター 閃乱カグラ NEW 

LINK」をはじめとする既存タイトルにつきましては、売上維持に引き続き努めてまいります。 

  

新作といたしましては、人気コンテンツ「一騎当千」の新作ゲームアプリ「一騎当千エクストラバースト」を配信

開始に向けて準備中であります。 

 

また、先日発表させていただきました通り、「千銃士」プロジェクトの完全新作ゲーム「千銃士:Rhodoknight（ロ

ードナイト）」の配信を決定し、只今制作中でありますが、配信時期等の詳細につきましては、順次発表してま

いります。 
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P.13_セグメント別の取組み：コンシューマ事業 

 

続いて、コンシューマ事業の取り組みについてご説明いたします。 

 

まずは、海外子会社マーベラス USA とマーベラス Europe より、「牧場物語 再会のミネラルタウン」の北米版

と欧州版をこの夏に発売を予定しております。 

 

国内では、和風アクション RPG「天穂のサクナヒメ」を PlayStation 4、Nintendo Switch、Windows PC 向けに、

2020 年に、シリーズ最新作の「ルーンファクトリー５」を Nintendo Switch 向けに、こちらも 2020 年に発売を予

定しております。 
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P.14_セグメント別の取組み：音楽映像事業 

 

続いて、音楽映像事業です。 

 

音楽映像制作部門におきましては、TV アニメ『ミュークルドリーミー』、『啄木鳥探偵處』が４月より放送開始と

なりましたが、『ミュークルドリーミー』につきましては、新型コロナウイルスの影響により、５月放送分より、一部

放送を延期することとなりました。 

 

また、当社主幹事アニメ『やはり俺の青春ラブコメはまちがっている。完』を４月放送開始から延期して、７月

放送開始に変更いたしました。 

 

ステージ部門におきましては、４月の「ミュージカル『薄桜鬼 真改』相馬主計 篇」の公演中止に続きまして、

５月の「ミュージカル『テニスの王子様』コンサート Dream Live 2020」につきましても、新型コロナウイルスの影

響により開催中止を決定いたしました。楽しみにしていただいていたお客様には誠に申し訳ございません。 

 

今後は、新作ミュージカル「『ダイヤの A』 The MUSICAL」や「舞台『刀剣乱舞』」といった人気シリーズ作の

公演を予定しておりますが、こちらも新型コロナウイルスの状況次第では中止の可能性がございます。 
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P.15_ESG/SDGs の取り組み 

 

また、こちらのページでは、当社の ESG および SDGs の取り組みについてご紹介しております。 

 

当社は、持続可能な世界の実現に向け、ESG・SDGs 活動の推進や社会貢献活動に積極的に取り組んでま

いります。 
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それでは最後になりますが、当社グループにおける新型コロナウイルスへの対応、及び影響につきまして、ご

報告いたします。 

 

P.17_新型コロナウイルス対策と当社事業への影響 

 

当社グループでは、従業員およびその家族の健康に配慮し、不要不急の出張・会食の禁止、大人数での会

議の自粛やテレビ会議の活用など、対策を講じてまいりました。 

さらに、４月上旬以降は、日本国内での感染拡大を鑑み、全社レベルでの在宅勤務を強く推進することとし、

感染リスクの低減に取り組んでまいりました。 

 

また、在外子会社におきましても、各国の国策に基づく外出制限等により事業活動の制限を受けております

が、影響を最小限に抑えるよう日々努めております。 

 

2020 年３月期におきましては、業績への影響は限定的でありましたが、新型コロナウイルスのさらなる感染拡

大や長期化、それに伴う政府の対策などを考慮した場合、2021 年３月期の業績へ与える影響は、少なくな

いものと考えております。 

 

ただ、オンライン、コンシューマゲームにおいては、新型コロナウイルスの影響は今後も限定的と考えます。 
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現時点で、大きな影響を受けております事業の一つがアミューズメントで、外出自粛要請や国内外の店舗休

業による筐体の稼働停止により、主力の「ポケモンガオーレ」をはじめとしたアミューズメントマシン全般のイン

カムが大幅に落ち込んでおります。 

 

また、音楽映像、ライブエンターテイメント事業におきましても、大規模イベントの自粛要請やお客様・キャス

ト・スタッフへの感染懸念により、現時点でもイベントや舞台等の中止が続いており、今後長期化が進むにつ

れて、さらに影響が拡大するものと懸念しております。 
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P.18_ 2021 年３月期業績予想および配当予想 

 

このような状況から、2021 年３月期の通期業績見通しにつきましては、新型コロナウイルスによる影響がどの

程度となるのか、合理的に算定することが困難であり、現時点では開示することが出来ておりません。 

開示が可能になった段階で、速やかに公表させていただきたいと考えておりますので、何卒、ご理解賜りたく

存じます。 

 

また、配当につきましては、2020 年３月期は、当初の予想通り、１株当たり 33 円と決定させていただきまし

た。2021 年３月期につきましては、業績予想と同様に未定とさせていただいておりますが、当社の配当方針

に変更はございません。 

 

当社は、将来の事業拡大と財務体質強化のために、必要な内部留保を確保しつつ、配当性向 30％以上を

目標に、継続的かつ安定的な配当を行ってまいります。 

配当予想につきましても、開示が可能になった段階で、速やかに公表させていただきます。 

 

以上をもちまして、決算説明を終了させていただきます。 

最後までご視聴いただきまして、誠にありがとうございました。 

 

以上 


